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コール・
　フラヌイ

▲市制施行５０周年記念式典の舞台で国・市歌を斉唱するメンバー

良
野
市
市
制
施
行
　
周
年
記

５０

念
式
典
の
舞
台
で
国
歌
と
市

歌
を
斉
唱
し
た
コ
ー
ル
・
フ
ラ
ヌ
イ

（
佐
々
木
ア
ヤ
子
代
表
）。
昭
和
　
年
４７

９
月
に
富
良
野
文
化
会
館
の
落
成
を

祝
う
た
め
に
、「
富
良
野
中
央
公
民
館

マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ラ
ス
」
と
し
て
結
成

さ
れ
、
昭
和
　
年
に
現
在
の
「
コ
ー

６０

ル
・
フ
ラ
ヌ
イ
」
に
名
称
を
改
名
し

て
い
ま
す
。

　
コ
ー
ル
・
フ
ラ
ヌ
イ
は
、
現
在
８

人
の
団
員
と
ピ
ア
ノ
伴
奏
者
、
指
揮

者
の
　
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動

１０

し
、
市
民
総
合
文
化
祭
を
は
じ
め
、

公
民
館
フ
ェ
ス
タ
や
成
人
式
な
ど
の

式
典
で
歌
声
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
歌
の
宅
配
便
」
と
し
て
、

市
内
の
老
人
施
設
や
地
域
の
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
な
ど
で
歌
を
通
じ
た
交
流

を
実
施
。「
高
齢
の
人
た
ち
は
知
っ
て

い
る
曲
を
歌
う
と
、
み
ん
な
不
思
議

と
笑
顔
に
な
り
ま
す
」
と
ハ
イ
タ
ッ

チ
な
ど
手
と
手
で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
く
れ

て
い
る
と
佐
々
木
代
表
は
話
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
の
場
で
着
る
衣

装
は
自
前
で
用
意
し
て
い
る
コ
ー

ル
・
フ
ラ
ヌ
イ
の
メ
ン
バ
ー
。
ク
リ

ス
マ
ス
や
お
誕
生
日
会
な
ど
で
会
場

を
訪
れ
た
際
に
は
、
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

の
飾
り
で
ち
ょ
っ
と
だ
け
衣
装
に
も

演
出
を
施
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　「
今
回
の
市
制
施
行
　
周
年
記
念

５０

式
典
で
歌
う
こ
と
は
、
コ
ー
ル
・
フ

ラ
ヌ
イ
に
と
っ
て
、
と
て
も
名
誉
な

こ
と
で
す
」
と
話
す
佐
々
木
代
表
。

「
市
歌
は
意
外
と
市
民
の
人
た
ち
は

知
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
市
歌
は
富

良
野
市
が
ど
う
い
う
ま
ち
な
の
か
と

い
う
こ
と
が
良
く
わ
か
り
、
リ
ズ
ム

も
良
い
の
で
、
自
分
自
身
も
歌
っ
て

い
て
元
気
が
出
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
ま
た
、
過
去
に
は
京
都
大
学
の
交

響
楽
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
す
る

な
ど
、
大
舞
台
で
も
活
躍
す
る
コ
ー

ル
・
フ
ラ
ヌ
イ
。
メ
ン
バ
ー
た
ち
は

「
大
相
撲
の
場
で
国
歌
を
歌
い
た
い
」

と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
昭
和
　
年
に
加
入
し
た
佐
々
木
代

６０

表
は
「
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
の
曲
を
歌
っ
て
き
ま
し
た
が
、

気
持
ち
を
込
め
て
歌
う
と
い
う
の
は

何
年
経
っ
て
も
難
し
い
」
と
話
す
一

方
で
、
メ
ン
バ
ー
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
た
め
、
興
味
の
あ
る
人
、

歌
の
好
き
な
人
は
、
ぜ
ひ
一
緒
に
活

動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
来
年
は
結
成
さ
れ
て
か
ら
　
周
年

４５

を
迎
え
る
コ
ー
ル
・
フ
ラ
ヌ
イ
。
こ

れ
か
ら
も
歌
を
通
じ
た
活
動
を
展
開

し
な
が
ら
、
多
く
の
人
た
ち
に
歌
の

魅
力
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

富

歌声で式典に花を添える

▲今年の成人式で国・市歌斉唱

▲「歌の宅配便」で訪問した北
の峰ふれあいサロン


